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1　 目的

　最近 は英語教育に於て コ ミ、ユ ニ ケ ーシ ョ ン を 目ざ したオ ーラル の 面の 重要性が叫ばれ る

よ うにな っ て きて い る。それ は 臼常英会話の 習得だけで は 不十分で あろ う。正確で わか り

やす い発音 、 聴き手を意識 した発議 それ に 加えて 感情表現の で き る表現全毅の 音声教育
が必要だ と思 われ る・ 日本飄 謹 本晦 こ視覚の 言語 で あ り酒 本で は教育全蜘 ・於碚 声
はそれほ ど重要視 され て い な い。聴覚の 言語 と して の 英語 を習う場合に 音声の 璽要 性と褒
現力は い くら強調 して も し過ぎる こ とは な い だ ろ う 。 ス ピーチや デ ィ ス カ ッ シ ョ ン まで い

かな くて も 音声を発す る と い う点 で の 音声の教 育が必要だ と思わ れ る 。英語救師と して 英
謝 育の 中で何が で きる 舵 い う模索力蟻 音声を中心 に した 懇 讎 義 を提示 した い ，、
こ れ は英讃 の も の の 学習と附 に 、 生きて い く上で 燗 に と っ て基本的で重要な音声の

学習の 両者の融合 を目指す もの で あ る 。

II 　 仮説

　日本の 学生は教室で とか く遠慮がちな声にな りや す く ． 英語 となれ ば 自信の な さか らさ

らに聴きに く い 声 とな る
。

コ ミュ ニ ケーシ ョ ンの 原点 と して 、 声を出す こ と相手にわ か り
や す い し っ か りした 声を鵬す こ とが大切 で あ る。言誰 を習う前提 と して 声を出す こ とがあ

る の で はな い か。

英語 を習 う駘 に 躰 入 に と っ て 難 しV、の ea… ti・U1 ・ti・n そ醜 の だ 1ナで な く 、 む L，

ろ 目本語 と決定的に異な っ て い る 英語の リズ ム で あ り、そ う した流れの 中で の pronlmc　i−−

ation だ と思 われ る 。　listening　comprehenslon で も reading で も まず こ の リズ ム が基

本で あ り 、
こ れ を体得す るこ とが先決で ある。

　rhythm と い うも の を考える な ら 、 心地 よ く覚えや す い リズ ム の Mother　Goose や韻律
の 整 っ た詩は理 想的 と言 え るだ ろ う。 しかも Mother　Gooseの 簡 単で リズ ミカルな繰 り返
しは 、 目本人 に特 に難 しい 音の 発音の 練習に格好の 教材 とな る だ ろ う。

　長年にわた っ て 伝え られ て きた 。 また 多くの 人に 愛されて き た 作昂 で あれ ば 、 そ れな り
の 内容が あ り、 英 語文化の 背景 とな る知識も 得なが ら学ぶ こ と がで き る 。無賺乾繰で単調
な training に終わる こ とな く 、 音声 が生命で あ る詩の 音や 心 に残 る 内容を楽 しみ なが ら
英 語の 発音を習得す る こ とが で きる の で はな い か 。

さ らに・よ い li・tener や reader
，　speak ・・ になる墓礎 と し て 、 声 とい うもの に関心

をもち ・ 心 の 入 っ た諜 に よ つ て 感性を磨 き證 か な 燗 性をは ぐ くむ音声教育が で きる
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の で はない だ ろ うか 。

II 工　 方法

　名古屋聖霊短期大学国際文化学科 2 年生 を対象と し 。 通年 の選択必修科 目 （セ ミナ ー形

式）の
一

っ を、　「英謡朗読法」　（学生数は 24 名 ） と して 行な う。前期 は 恥 痴er 　Goose

と英詩に よ り基本的な発声 、 リズ ム 、 イ ン トネ
ーシ ョ ン 、 発音等 を中心 に学び 、 後期は

st 。ry の 読鋪 と して f・ lk　 t・1・・ を中心 に e・pressive　readi   を学ぶ ・こ こで聰

上げる の はその 前期の もの で ある 。

濾 の 講義に 、 そ 鱒 祉 な る ね ら い を決め て 、 それ ぞ鹹 こつ い て r・1。th・rG 。・・e や英

詩を選択 して講義を韈成す る b そ の ね ら い と して は 、 breathing．蜘 t伽 ，　 English　as　a

stress
−timed 　langdienese，

　 articulat ．ion （目本人 に特に難 しい もの を集中的に），　 rese
−

nance 　and 　duration，　 tempo　and 　pausev　 pitch　and 　tone ，
　 ease 　and 　flexibility・ その 他

。，P，。ssi 。， ，，。di・9，
　ch 。r・1　 ・e・ding，　verse 　 f・r  s， 英詩 と風博 で あ る・詩の 選撫 こ

あた っ て は 、 よ く知 られ て い る もの 、 わ か りや す い もの 、文化的背景が提示 しやす い もの

な どを配慮 す る。
一

人で の 期読だけで な く chora ！ reading も入れ ， 音声を共にす る楽し

さ 、 創造する 喜び を昧わえ る よ うに す る 。

　講義は毎回 、 学生に よ る好きな詩の発表 ・紹介と 、 教師に よるその 講義で の critical

P。i。ts の 提示 瀧 轍 び その 練艷 の 凹。翻 G・。・e や英詩の 実際の 読み と鰭 賜 成

り立 っ て い る 。 具体的な詩及び各講義の 韈成の 詳細 に つ い て は、ア ン ケー トの 結果 と とも

に 勇表 時に提示 した い
。

Iv 　結論

　実際の 教室で の 学生 の反応 を観察 し 、 講義の最終 目にア ンケ ー トを笑施 した 。 ア ン ケー

トによれ ば ， 高校iまで の こ と で は 、 英詩 を学校で 全 く習 っ たこ との な い 学生が 24 名中

19 名あ り、リズム に つ い て は半数の 学生 が習 っ て い ない と思 っ て お り 、 発音や イ ン トネ

ーシ ョ ン に つ い て は習っ たが 自信の な い 状態で ある。大部分の 学生は内容を考えながらそ

の 内容を表現 し よ う として 読ん で い な か っ た と して い る。

　そう した学生 の大多数は 、
こ の よ うに 凹就 her　Gooseや英詩を通 して リズ ム

、 イン トネ

ーシ ョ ン 、 発音を学ぶ 言語活勁は理解 しやす く 、 意義が ある と感 じ、 好きで ある 。 短大で

の音声教育に つ い て は 、 や さ しくはない が 楽 し く 、 役に立ち 、 必要で あ る と考える学 生が

大部分で あ る 。表現豐力・に読むこ と は非常 にむずか しい が 、 行間を読んだ り感情 をこめ て

読む こ とや 朗読 の 楽 し さ を知 り 、 鷹き手 を意識す る ようにな っ た とい う点 も見逃せ な い
。

　音声を中心 に す れば ， いや で も それ か ら逃れ られ ず 、 言語をそ の 本来の 姿で 学べ る 。

恥 ther　Goose と英詩 は内容 もさ る こ とながら 、 音声に よ っ て
一

番味わ い 楽 しめ る も の で

あ VJ　
． 音声へ の 導入 と し て 最適な もの で はな い か と思わ れ る e

コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン の た め

の 英語教育 と して 、表現の 確か さ と豊か さを 目ざす こ の よ うな音声敦育が あ っ て もよ い の

で はな い か
一一

表面 的な綱事や雄弁がね らい で な く 、 相互理 解と 人間性涵養 の 言語教育 と

して 。
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1　 音声表現を中心 とす る英語教育

　　1．言語は 音声が基本

　　2。オーラル ・
コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の必要性

9 月 9 矚  　礫 究発表第 8室 （22ff ）

3。符号 として の 言葉で な く 、 知的認識 、 感情的共感と して の 言葉

II 学習内容

　　Larticuiation ，　 rhytlua
，　 intonation等 日本語 と異なる 音声体系の 基本的学 習

　　2．褒現力 と して pitc：h，　 tone，　 tempo　and 　pause　等の 効果的な使用

　　3・　literary　a皿alysi £　〜：二　empathy

III　Mother　Goose と英詩に よ る 指導｛列

　　1。　Introduction　to　Oral　Interpretation

　　2。　Abdominal　Breathing；　Projection＆ Volume

　　3・Rhythm； English　as 　a　Stress−Timed　1，angtiage

　　4。　Articulation　　［1］［r］，　［P］；　　Projection　and 　Breath　（lontrol；　RelaxatieP，

　　5・　［毒］，　〔e］［薄］；　　　＜ Students
「
　Presentat　ions　ab α 1t 置ot 瓱er 　〔loose＞

　　6e　［t］［d］，　［f］［v］，　［」］；　　Phrasi  　and 　Pauses；　　Pitch

　　7・［・］〔5］，　「s］［z］e 　〔w］： Te・p・ ＆ Pause； 〈 P。ems 　 and 　 Nat。，。 I　Ph，。。。ena ＞

　　＆　　［5］［t5］o　［5］［d3］；　Pitch　and 　Tone；　Empathy

　　9。　［m］［n］［｛〕］；　Resonance；　〈Chora1　王〜eading ＞　〈bJordsworth　and 　the　Lake　District＞
10・C・ns ・・ant 　 Cl・st ・… ； V・c・I　Vari・ty・・nd 　Expressi・eness ； Lit、，。。y・Analy，i，
ユ1・　Ease　＆　Flexibility　（Tongue　Twisters）；　　＜Verse　Forms＞　　＜a　Jazz　Chant＞
12。　Reading 盟other 　Goose　and 　Oi；her　Poems　on 　Stage
13。　〈Oral　Test＞　　〈Submtssion　of 　a　Paper＞　　＜QuestiGnnaire＞

IV　結果と今後の 課題

　　音声指導上の 問題点

　　1。物理的条件

　 　2。 inhibition

　　3a 内容表現、感情表現 と技術指導

　　4．創造と模倣

V　晦 ther　Goose と英詩に よる音声教育の意義 と農望

　　L 伝統的文化に触れる こ とによ り 、 風土 その他文化的背景を理解で きる 。

　　2。普遍的人間牲を理解で き る 。

　　3．Nother　Gooseや英詩は音声が生命で あ り 、 音声裏現に よ り味わ い が深まる。

　　4．外 国語 の音声体系の 基本的学習を本物の 中で練習で きる。

　　5。音声表現全般の 集中的な学習が可能で ある
。

　　6．英詩 、 蒋 に Mother　Geoseは リズ ムの 調子 がよ く 、 記憶に残 りやす い
。

　　7・　 M・the・ G・。se は リズム カ「M るため ch ・rUS 　reading 　Ptしやす い e
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　　　8。内容がコ ンパ ク トに 凝縮さ れ 、
re ，e．diiig　aloud が簡便に 楽 しくで き る 。

　　　9。学生が script を作 る choval 　reading は協調性 、創造性 を 目指す 人間教育 にな る

　　10。知性や感性 の かかわ る 、 思考や感情 を伴 っ た 言妻
「
の 讃 渤 泌 要で ある 。

　　ll。体全体で 表現する と い っ た表現力 をつ ける教育が求め られ る。
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